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ポスター発表P11　第1日

P11ポスター発表 第1日（9月7日）　　10 : 00～11 : 30 6号館4階402教室

在席責任時間　奇数番号︓10 : 00～10 : 45　偶数番号︓10 : 45～11 : 30

P11001 メンタライジングとコミュニティ所属

パフォーマンス測定によるメンタライジング指標を用いた

検討

◯平島　太郎 愛知淑徳大学

 五十嵐　祐 名古屋大学

P11002 協働の役割分化による共感性の低下と否定的評価の過

大推測の抑制

◯田丸　有生 昭和女子大学

 藤島　喜嗣 昭和女子大学

P11003 ゆるせない出来事に関する認知の変容 （１）

―測定指標の開発―

◯小浜　駿 宇都宮共和大学

 沼田　真美 関西国際大学

P11004 ゆるせない出来事に関する認知の変容 （２）

―2時点間の縦断調査結果から―

◯沼田　真美 関西国際大学

 小浜　駿 宇都宮共和大学

P11005 日本人用非言語的手がかりに関する知識テスト 
（TONCK-II for J） の作成 （2）
―社会心理学の知識および解読の正確さとの関連―

◯小川　一美 愛知淑徳大学

 木村　昌紀 神戸女学院大学

 藤原　健 National Chung Cheng University
 平島　太郎 愛知淑徳大学

P11006 管理職採用面接での応募者の感情表出が人物評価に

与える影響

エピソードトークに関する 「怒り」 の感情の伝え方の違

いに着目して

◯山内　香奈 成城大学

P11007 オンラインコミュニティ上の弱い紐帯と孤独感 ◯Nahyun Kim 神戸大学

 片桐　恵子 神戸大学

P11008 震災時通話の特徴 （2）
通話を誘発する要因と通話による感情の変化

◯松崎　圭佑 東京都立大学

 飯干　諒祐 帝京大学

 大江　朋子 帝京大学

 望月　要 帝京大学

 山岡　克式 東京工業大学

 馬場　健一 工学院大学

 宮田　純子 芝浦工業大学

 大西　仁 放送大学

 北口　善明 東京工業大学

P11009 共有される状況認識の違いは合意形成を促進 ・阻害

するか

共有資源の利用をめぐる葛藤を表現したゲーミングによ

る検討

◯辻本　光英 北海道大学

 河合　康介 北海道大学

 大沼　進 北海道大学

P11010 子どもの道徳性を促進する保育者の役割

保護者が持つ保育への期待調査結果から

◯大森　弘子 京都文教大学

 太田　仁 奈良大学

 山本　圭吾 関西大学

P11011 援助者の探索過程４

複雑性PTSDのソーシャルスキルへの影響過程

◯太田　仁 奈良大学

 山本　圭吾 関西大学

 藤家　研太 家族社会心理学研究所

P11012 向社会的行動の質と生起要因， 行動結果との関係性

の検討

◯曹　蓮 （株）KDDI総合研究所

 山崎　悠大 （株）KDDI総合研究所

 柏本　幸俊 （株）KDDI総合研究所

 上坂　大輔 （株）KDDI総合研究所
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P11013 動脈血圧反射は社会的排斥に対する攻撃行動を抑制

する

◯伊﨑　翼 高知工科大学

 石井　圭 産業技術総合研究所

 浅原　亮太 産業技術総合研究所

 木村　健太 産業技術総合研究所

P11014 なぜひとは他人を傷つけて笑うことを効果的と感じるの

か

攻撃的ユーモアコーピング傾向の高さを説明する要因

の検討

◯本郷　亜維子 放送大学

 森　津太子 放送大学

P11015 人はマスクの下に何を見るのか？

―マスク着用時の遮蔽部に対する想像と期待―

◯費　思怡 筑波大学

 志澤　翔太郎 筑波大学

 川上　直秋 筑波大学

P11016 チームワーク能力の下位能力と職場適応 ・大学適応と

の関連

就業者と学生との比較

◯渡部　麻美 東洋英和女学院大学

P11017 異なる状況下における討論時の振る舞い方と社会的ス

キルの関係

◯石川　真 上越教育大学

P11018 ソーシャルスキルが職場ストレッサー ・心理的ストレス反

応に及ぼす影響

東南アジア地域における日系企業従業員と現地企業従

業員との多母集団同時分析による比較

◯田中　健吾 大阪経済大学

 高原　龍二 大阪経済大学

P11019 大学生の Instagramの複数アカウントの利用に関する探

索的検討

◯市村　美帆 和洋女子大学

P11020 共働き夫婦におけるワーク ・ ファミリー ・ コンフリクトによ

りもたらされるディストレスの調整要因の検討

―配偶者から受けた共感のタイプとコンフリクトの発生要

因の違いに着目して―

◯橋本　千裕 広島市民病院

 相馬　敏彦 広島大学

 西村　太志 広島国際大学

 正岡　亜季乃 広島国際大学

 古谷　嘉一郎 関西大学

P11021 養育者は周囲の対人資源を 「子育てチーム」 としてど

こまで認知しているのか？

◯西村　太志 広島国際大学

 正岡　亜季乃 広島国際大学

 相馬　敏彦 広島大学

 橋本　千裕 広島市民病院

 古谷　嘉一郎 関西大学

P11022 思春期後期におけるペットの飼育は家族との関わりを介

してWell-beingや一般的信頼を高める

―アンケートデータを用いた共分散構造分析より―

◯子安　ひかり 麻布大学

 小笠原　さくら 麻布大学

 菊水　健史 麻布大学

 永澤　美保 麻布大学

P11023 保育者 ・小学校教諭における反芻 ・省察と働く中での

充実感 ・ ストレスとの関連

◯小池　はるか 東海大学

P11024 アンサンブル表情顔の知覚を用いた集団雰囲気認知

自己愛に着目して

◯礒部　智加衣 千葉大学

P11025 大学生の男性アスリートが認知する心理的危害および

危険性の特徴

KJ法を用いた質的検討

◯松原　旭飛 日本体育大学

 高井　秀明 日本体育大学

 浦　佑大 環太平洋大学

 折茂　紗英 日本体育大学

 内川　義弘 日本体育大学

― 32 ―



— 4 —

ポスター発表P11　第1日

P11026 能力格差と流動性は誰の協力意欲を高めるか？

集団内の個人の立ち位置に注目した企業組織データ

分析

◯仲間　大輔  （株）リクルートマネジメントソリュー

ションズ

 村本　由紀子 東京大学

P11027 Heterosexuals’ emotional perceptions toward fictive 
homosexual profiles :
an examination from in-group bias

◯Benoit Bucher  Waseda University ・ Japan Society 
for the Promotion of Science

 Maiko Kobayashi  Waseda University ・ Japan Society 
for the Promotion of Science

 Katsumi Watanabe Waseda University

P11028 多数派を過剰に模倣する方向は変わるのか？

Eriksson & Coultas （2009） に従った多数派同調バイ

アスの実験的検討

◯藤川　真子 広島修道大学

 横田　晋大 広島修道大学

 徳岡　大 人間環境大学

 中西　大輔 広島修道大学

P11029 2つの分配が独立に評価されない状況の探索 ◯上島　淳史 東北大学 ・日本学術振興会

 瀧川　裕貴 東京大学

P11030 リアルタイムの囚人のジレンマにおける能動的な協力行

動と返報

◯森　隆太郎 東京大学 ・日本学術振興会

 髙橋　茉優 東京大学 ・日本学術振興会

 花木　伸行 大阪大学

 亀田　達也 東京大学

P11031 リーダーシップとフォロワーシップの役割共存 ◯山下　美月 九州大学

 縄田　健悟 福岡大学

 池田　浩 九州大学

P11032 職場のOJT重視度と成果主義が暗黙理論に与える影

響

◯鈴木　啓太 立命館大学

 伊藤　篤希 一橋大学 ・日本学術振興会

P11033 アスリートにおける心理的安全性の効果検証

先行要因としてのサーバント ・ リーダーシップに着目し

て

◯上田　寛 広島大学

 中島　健一郎 広島大学

P11034 共同収奪ゲームにおける競争的利他主義の検討 ◯川口　周一郎 大阪公立大学

 河村　悠太 大阪公立大学

P11035 集団意思決定における公正さと “討議の質指標” の対

応関係の検討

低濃度除去土壌福島県外処理問題を題材とした集団

討議実験

◯相馬　ゆめ 北海道大学

 柴田　侑秀 北海道大学

 辻本　光英 北海道大学

 中澤　高師 東洋大学

 辰巳　智行 豊橋創造大学短期大学部

 大沼　進 北海道大学

P11036 相手国の人に対する好感度における、 個人の評価と他

者への推測の関連

―日本人の世代差に注目して―

◯吴　硕博 関西学院大学

 齋藤　僚介 大阪大学

 稲増　一憲 関西学院大学

P11037 リーダー評価が上司からのサポート期待と心理的安全

性に与える影響

◯森下　雄輔 大阪国際大学

 谷口　淳一 帝塚山大学

 宮川　裕基 追手門学院大学

P11038 協働的ジョブ ・ クラフティングと心理的安全性がワーク ・

エンゲージメントに与える効果

―上司のフィードバックの特性を起点としたプロセスの

検討―

◯繁桝　江里 青山学院大学

 山口　裕幸 九州大学

P11039 職場の感謝行動の規定因と帰結の探索的検討

感謝の 「伝え方」 と 「頻度」 の違いに着目した分析

◯正木　郁太郎 東京女子大学

― 33 ―



— 5 —

ポスター発表P12　第1日

P12ポスター発表 第1日（9月7日）　　10 : 00～11 : 30 6号館4階403教室

在席責任時間　奇数番号︓10 : 00～10 : 45　偶数番号︓10 : 45～11 : 30

P12043 甘えに関する多言語からの検討

ブラジル ・日本 ・ アメリカからの分析

◯ Igor de Almeida 京都大学

 中尾　元 追手門学院大学

 Alethea Koh 京都大学

 Pamela Taylor 国際教養大学

 Fabio José Cardias-Gomes マラニョン国立大学

P12044 拒否回避傾向の文化差はどこからくるのか

関係流動性と評判期待の役割

◯日下部　春野 北海道大学

 前田　友吾 北海道大学 ・日本学術振興会

 結城　雅樹 北海道大学

P12045 名声バイアスの計算論モデリング

手がかりの違いが文化進化に与える効果の検討

◯中田　星矢 東京大学

 真隅　暁 北陸先端科学技術大学院大学

 外谷　弦太 東京大学 ・帝京大学

P12046 被信頼感および自己信頼感と一般的信頼感の関連に

関する日中比較

◯林　萍萍 大阪商業大学

P12047 低コンテクスト文化が形成される要因 ：

文化多様性および関係流動性

◯呉　長憶 大阪公立大学

 山　祐嗣 大阪公立大学

P12048 大雨時における住民の災害情報の認識と避難行動

2022年8月の前線による大雨を事例として

◯元吉　忠寛 関西大学

P12049 上位階層者の人生苦難強調による格差是正政策賛意

への影響

◯柿本　航哉 東洋大学

 北村　英哉 東洋大学

P12050 自動運転車の利用意図と正義態度との関連 ◯北折　充隆 金城学院大学

 吉武　久美 人間環境大学

P12051 孤独感と抑うつ傾向の関連におけるμオピオイド受容

体遺伝子の調整効果

◯李　述冰 玉川大学

 仁科　国之 大阪大学

 高橋　英彦 東京医科歯科大学

 村山　美穂 京都大学

 高岸　治人 玉川大学

P12052 日本社会および地域におけるミクロ公正感がウェルビー

イングに及ぼす相補的効果

◯川嶋　伸佳 神奈川大学

P12053 メタステレオタイプと性役割態度が同性愛者に対する態

度に及ぼす影響

◯竹原　菜々子 東京女子大学

 長谷川　孝治 駒澤大学

 工藤　恵理子 東京女子大学

P12054 親密な関係破綻後のストーキング関連行動についての

探索的調査

―経験率および自己制御能力との関連―

◯長江　優希 大阪大学

 綿村　英一郎 大阪大学

P12055 受刑者の就労に関連する心理 ・社会的要因につい

て （１）

逮捕時の収入や収入に関する認知の性差に着目して

◯山岡　あゆち 東京大学

 佐々木　彩子 矯正研修所効果検証センター

P12056 防犯講座は若年女性の犯罪予防行動につながるの

か？

路上での性犯罪に注目した検討

◯荒井　崇史 東北大学

 金子　侑生 東北大学

 齋藤　知範 科学警察研究所
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P12057 医師と患者の立場による患者中心性の認識の差異

パーソナリティおよびその後の患者の行動との関連

◯阿部　晋吾 関西大学

P12058 環境問題に対する認識の地域比較と経年変化

福島と鹿児島における二次元イメージ展開法を用いた

検討

◯園田　美保 鹿児島女子短期大学

 永幡　幸司 福島大学

P12059 模擬市民参加ワークショップ参加者の態度変容の検討

除去土壌県外最終処分を題材として

◯柴田　侑秀 北海道大学

 相馬　ゆめ 北海道大学

 辻本　光英 北海道大学

 植　穂奈美 北海道大学

 木原　なな 北海道大学

 大沼　進 北海道大学

 保高　徹生 産業総合研究機構

P12060 気候変動の原因帰属にはどのメディアが影響している

のか ：

国際比較

◯安藤　香織 奈良女子大学

 井奥　智大 大阪大学

 神原　歩 京都先端科学大学

 杉浦　淳吉 慶應義塾大学

 金山　英莉花 同志社大学

 大沼　進 北海道大学

P12061 事例情報と統計情報の組み合わせ効果の検討

緊急地震速報の有効性評価に着目して

◯横井　良典 京都橘大学

 中谷内　一也 同志社大学

P12062 接触確認アプリ （COCOA） の受容態度と文化的認知

の関連

◯高木　彩 千葉工業大学

 武田　美亜 青山学院大学
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在席責任時間　奇数番号︓10 : 00～10 : 45　偶数番号︓10 : 45～11 : 30

P13063 自尊心と安心さがしツイートとフォロワーからの受容的返

信が感情反応に及ぼす影響

―自己本位な安心さがしツイートを気遣われるほど， 低

自尊心者は不安になる―

◯長谷川　孝治 駒澤大学

 古里　由香里 お茶の水女子大学

 古谷　嘉一郎 関西大学

 佐藤　広英 信州大学

P13064 孤独感と居住地特徴に対する認識の関連

―主観的居住地認識尺度 （PeNES） を用いて―

◯澤田　奈々実 早稲田大学

 小塩　真司 早稲田大学

P13065 道徳ジレンマにおける道徳不活性化の影響

―古川 （2022a, b） の追試―

◯古川　善也 福岡大学

P13066 早い繁殖スケジュールは逆境的な幼少期環境に対する

適応か？

表現型可塑性の進化条件の検証

◯米谷　充史 神戸大学

 大坪　庸介 東京大学

P13067 オキシトシン受容体遺伝子多型と共感性の関連 ◯汪　明琛 玉川大学

 仁科　国之 大阪大学

 高橋　英彦 東京医科歯科大学

 村山　美穂 京都大学

 高岸　治人 玉川大学

P13068 大学生の孤独リスクに関わる個人 ・集団レベルの縦断

調査研究

基礎的分析の報告

◯戸谷　彰宏 広島大学

 李　受珉 広島大学

 清水　陽香 西九州大学短期大学部

 安部　主晃 広島大学

 重松　潤 富山大学

 張　清源 広島大学

 神原　広平 同志社大学

 阿部　夏希 広島文教大学

 早瀬　良 中部大学

 杉浦　仁美 近畿大学

 阿部　修士 京都大学

 中井　隆介 京都大学

 柳澤　邦昭 神戸大学

 中島　健一郎 広島大学

P13069 ギャンブラーは感情制御が苦手か？

―WEB調査による検討―

◯高田　琢弘 東海学園大学

P13070 状況要因は防衛的悲観主義の選択に影響を与えるか ◯趙　暁辰 宇都宮大学

 中村　真 宇都宮大学

P13071 目撃記憶とメディア接触及び過去経験の関連の検討 ◯金子　明日香 日本女子大学

 川崎　直樹 日本女子大学

 石井　辰典 日本女子大学

P13072 妖怪は最小限反直観的か

―MCIを通じた日本の妖怪の研究―

◯須山　巨基 安田女子大学 ・明治学院大学

 本田　菜々子 安田女子大学

 中分　遥 安田女子大学

P13073 社会の不確実性感と自己愛の関係

自己評価の安定性に注目して

◯新井田　恵美 東洋大学
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P13074 増減する文脈情報， 及び価値判断と予測値の関係 ◯野田　理世 金城学院大学

P13075 自動運転システムの擬人性がシステムに対する印象評

価に及ぼす影響

◯濱田　龍 駒澤大学

 長谷川　孝治 駒澤大学

P13076 反道徳的行為をした者に対する非人間化

道徳基盤理論における各道徳基盤からの逸脱行為と非

人間化の関係

◯齊藤　俊樹 早稲田大学 ・日本学術振興会

 渡邊　克巳 早稲田大学

P13077 知覚された関係流動性尺度の再検討

項目反応理論を用いて

◯五十嵐　祐 名古屋大学

P13078 潜在指標を用いた道徳性優位仮説の検討

―自発的特性推論の実験パラダイムを用いて―

◯佐野　秀 明治学院大学

 宮本　聡介 明治学院大学

P13079 物語形式による情報伝達が対人認知に及ぼす影響に

ついて

―犯罪報道場面における容疑者の素性に関する伝達

を題材として―

◯金田　宗久 愛知学院大学

 伊藤　君男 東海学園大学

 岡本　真一郎 元愛知学院大学

P13080 自他の相対的位置と基準の関係の再検討

Garcia, Tor, & Gonzalez （2006） の追試

◯大久保　暢俊 東洋大学

P13081 システム脅威が地位に基づく相補的ステレオタイプの表

明に及ぼす効果

―性 ・社会階層の調整効果 ：一般サンプルでの検討

―

◯沼崎　誠 東京都立大学

 李　禕飛 東京都立大学

 朴　建映 東京都立大学

 松崎　圭佑 東京都立大学

P13082 孤立 ・孤独に対する社会的スティグマの検討 ◯杉浦　仁美 近畿大学

 柳澤　邦昭 神戸大学

P13083 性別情報が職業的なリーダーの選択に及ぼす影響

（2）
◯石井　国雄 東京家政大学

 境　聖 清泉女学院大学

 児玉　澪 清泉女学院大学

P13084 心理的本質主義信念のカテゴリー普遍性についての検

証

◯塚本　早織 愛知学院大学

 小野島　昂洋 愛知学院大学

P13085 不公正世界信念尺度の妥当性 ・信頼性の検討 ◯西辻　好花 大阪大学

 三浦　麻子 大阪大学

P13086 APPleⅡと二分法的思考 ・特権意識 ・批判的思考態

度との関連

不思議現象に対する態度 （73）

◯小城　英子 聖心女子大学

 坂田　浩之 大阪樟蔭女子大学

 川上　正浩 大阪樟蔭女子大学

P13087 大学での学業遂行と適応を支える心理的特性 （14）
心理的耐久性 （Durability） とレジリエンスとの関連

（3）

◯畑中　美穂 名城大学

 川上　正浩 大阪樟蔭女子大学

 小城　英子 聖心女子大学

P13088 社会的態度の個人差を説明する概念としての 「常民

性」 の探究 （1）
測定尺度開発の試み

◯三浦　麻子 大阪大学

 小林　哲郎 香港城市大学

 清水　裕士 関西学院大学

P13089 ヘルプマークは誰のため？

未来志向メッセージと知識の有無がヘルプマークに対

する肯定的な理解に及ぼす効果

◯前田　楓 立教大学

 橋本　博文 大阪公立大学

 佐藤　剛介 久留米大学
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P13090 ヘルプマーク利用者に対する援助意図の促進 ・抑制

因の検討

◯橋本　博文 大阪公立大学

 前田　楓 立教大学

 山崎　梨花子 高齢 ・障害 ・求職者雇用支援機構

 佐藤　剛介 久留米大学

P13091 他人からの依頼ときょうだいからの依頼は違うのか

―関係性と理由提示が依頼の応諾に及ぼす影響―

◯小森　めぐみ 淑徳大学

P13092 道徳判断における基準のフォールス ・ コンセンサス効

果

◯松尾　朗子 東京大学

 北村　英哉 東洋大学

 唯　なおみ 東京大学

 熊谷　晋一郎 東京大学
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P14095 “HSP” / “HSC” という語を用いた現象説明の拡大過

程

Twitter上に観察される直近4年間の投稿に着目して

◯中村　日海里 

P14096 コロナ禍で変化したストレス低減行動の特徴 ◯飯干　諒祐 帝京大学

 大江　朋子 帝京大学

P14097 オンライン脱抑制がどのようにネット上での行動に影響

を及ぼすか

―ネット掲示板閲覧場面を用いてオンライン脱抑制の影

響メカニズムを検討する―

◯温　若寒 大阪大学

 三浦　麻子 大阪大学

P14098 同性愛者への意識とメディア接触との関連性の検討 ◯趙　承博 東洋大学

 川嶋　伸佳 神奈川大学

P14099 Online Public Opinion on Government Response Mea-
sures During a Pandemic
Lessons from Japan

◯Xiaodong Zhang Fudan University
 Jiaqi Zheng Hitotsubashi University

P14100 保護者評定によるインターネット依存尺度の作成 （2）
妥当性の検討

◯松尾　由美 江戸川大学

 田島　祥 東海大学

 坂元　章 お茶の水女子大学

P14101 メディア利用と関連を持つ世界観についての探索的検

討

◯稲増　一憲 関西学院大学

 金子　智樹 東北大学

 小林　哲郎 香港城市大学

 三輪　洋文 学習院大学

P14102 新型コロナウイルス感染症 （COVID-19） 流行下にお

ける消費者の購買行動に対する個人特性の影響

◯工藤　大介 東北学院大学

 李　楊 名古屋大学

P14103 新型コロナウィルスと倫理的消費

―消費者像からの検討―

◯泉水　清志 育英短期大学

P14104 ネットショッピングにおける仮想的な接触が所有感 ・購

買意欲に及ぼす影響 ：

タブレット （iPad） で360° viewを用いた際に仮想的な

接触の効果が見られるのか

◯前田　洋光 京都橘大学

 小松　由佳 京都橘大学

P14105 The Effects of Anchoring and Framing on Green Con-
sumption

◯Boxuan Song Hitotsubashi University
 Yasunori Morishima International Christian University
 Nobuhiko Goto Hitotsubashi University

P14106 日本の子ども向けCMの10年の変化

2012年と2022年放送の子ども向け番組の内容分析か

ら

◯藤井　達也 東京経済大学

P14107 会話相手の選択に与える政治的選好の効果 ：

日常生活での意思決定を対象としたコンジョイント実験

による検証

◯横山　智哉 学習院大学

 荒井　紀一郎 中央大学
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P14108 活動者に対する人々の印象の予測がLGBTのための

活動意図に及ぼす影響

◯坂巻　文音 東洋大学

 竹部　成崇 大妻女子大学

 高　史明 東洋大学

P14109 右派と左派のシニシズム

―民主主義観への交互作用効果―

◯平野　浩 学習院大学

P14110 公職選挙法に対する有権者の理解

政治家の寄付行為についての統一地方選挙全国意識

調査の分析

◯岡田　陽介 拓殖大学

P14111 地方紙の選挙報道

2012年衆院選における茨城新聞の見出しの分析

◯和田　桃子 拓殖大学
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P21001 三者間独裁者ゲームの統計モデリング

罪悪感が被害者に対する資源分配を促進するメカニズ

ムの探索的検討

◯紀ノ定　保礼 静岡理工科大学

 若井　大成 東京大学

 古川　善也 福岡大学

 中島　健一郎 広島大学

P21002 三者間独裁者ゲームの認知モデリング

0 ・ 1過剰一般化ディリクレ分布の提案

◯若井　大成 東京大学

 紀ノ定　保礼 静岡理工科大学

 古川　善也 福岡大学

 中島　健一郎 広島大学

P21003 What Makes You Approach or Avoid Strangers? The 
Roles of Relational Mobility, General Trust, and Self-Es-
teem

◯Yue Bi Hokkaido University
 Masaki Yuki Hokkaido University

P21004 日本語会話におけるディスクレイマーの影響 （2） ◯酒井　拓人 愛知学院大学

P21005 聴覚媒体の違いによる説得効果への影響

Lieberman et al. （2022） の概念的追試

◯樋口　匡貴 上智大学

 五十嵐　真子 上智大学

 大井　彩衣 上智大学

 佐藤　奏 上智大学

 栖原　恵海 上智大学

 中久喜　亜美 上智大学

P21006 所属集団に関する説明が所属集団への説明者自身の

評価に与える影響

―学部新入生歓迎会にスタッフとして参加した大学生を

対象として―

◯太幡　直也 愛知学院大学

 菅　さやか 慶應義塾大学

 宮本　聡介 明治学院大学

P21007 コミュニケーションツールと集団サイズが議論の質に及

ぼす影響 ：

Zoomは対面より話しにくいのか？

◯岸　ひなた 京都橘大学

 前田　洋光 京都橘大学

P21008 性質の異なる集合活動が主観的幸福感に与える影響

― 「地縁 ・義務型の活動」 と 「趣味 ・選好型の活動」

に着目して―

◯福島　慎太郎 東京女子大学

 内田　由紀子 京都大学

 竹村　幸祐 滋賀大学

 金森　万里子 京都大学

 相田　潤 東京医科歯科大学

P21009 共感マインドセットとワーキングメモリキャパシティが集団

間共感バイアスの生起に及ぼす影響

◯吉田　綾乃 東北福祉大学

P21010 非ゼロサム的な時間の捉え方が援助を促進する ◯新谷　優 法政大学

 Syamil Yakin Ohio State University
 Lora E.Park University at Buffalo
 Ya-Hui Chang University at Buffalo

P21011 共感的な熟慮が 「身元のわかる犠牲者効果」 の生起

に及ぼす影響

◯山本　佳祐 京都文教大学

 橋本　博文 大阪公立大学

P21012 家族 ・友人関係と恋愛依存傾向がデート暴力加害に

与える影響

◯蜂谷　優友 東北大学

 山口　奈緒美 東北福祉大学

 荒井　崇史 東北大学
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P21013 評価懸念と攻撃行動の関連性

ソーシャルサポートの授受による差異

◯山本　圭吾 関西大学

 太田　仁 奈良大学

 阿部　晋吾 関西大学

P21014 婚活プロフィールの評価における社会的情報の影響

「いいね！」 の多さは外見や年収の不利を覆せるの

か？

◯天野　陽一 東京都立大学

P21015 結婚指輪の装着が初対面の男性の魅力に与える影響 ◯山下　倫実 十文字学園女子大学

P21016 基本6表情における感情の表出強度と表情解読の正確

さの関連

◯志水　勇之進 愛知淑徳大学

 小川　一美 愛知淑徳大学

 木村　昌紀 神戸女学院大学

 藤原　健 台湾国立中正大学

 渡邊　伸行 金沢工業大学

P21017 結婚生活の質に及ぼす夫婦間の欲求 ・満足と相互作

用の影響

◯周　玉慧 台湾中央研究院

P21018 サポートネットワークと孤独感から捉える社会的孤立 ◯古村　健太郎 弘前大学

 相羽　美幸 東洋学園大学

 菅原　大地 筑波大学

 翠川　晴彦 筑波大学附属病院

 櫛引　夏歩 弘前大学

 白鳥　裕貴 筑波大学

 川上　直秋 筑波大学

 太刀川　弘和 筑波大学

P21019 ビッグファイブの個人差と地域差による孤独感 ◯橋本　剛 静岡大学

P21020 閉ざされた一般互酬性仮説の再考

否定的評価の懸念と内集団への協力

◯堀田　結孝 帝京大学

 浜田　隼 帝京大学

P21021 普遍主義均衡の安定性を低下させる要因の検討 ◯舘石　和香葉 北海道大学

 髙橋　伸幸 北海道大学

P21022 社会化に伴う社会的アイデンティティの共有と外集団成

員の印象変容

◯岩田　奈々 昭和女子大学

 藤島　喜嗣 昭和女子大学

P21023 最小条件集団パラダイムにおける社会選好の変化の検

討

◯井上　心太 関西学院大学

 水野　景子 関西学院大学 ・日本学術振興会

 清水　裕士 関西学院大学

P21024 内集団ひいきにおける直接互恵の予期と間接互恵の予

期の比較

◯水野　景子 関西学院大学 ・日本学術振興会

 井上　心太 関西学院大学

 清水　裕士 関西学院大学

P21025 世代を超えた協力を作るには

後続世代の存続に着目して

◯髙橋　茉優 東京大学 ・日本学術振興会

 亀田　達也 東京大学

P21026 ゲームの有利さの違いが妬みと協力行動に及ぼす影響

対PCの囚人のジレンマゲームを用いた検討

◯中井　彩香 東京都立大学

 沼崎　誠 東京都立大学

P21027 「人工天罰」 付き社会的ジレンマゲームの提案

誤推論による協力形成の実験的検証

◯大薗　博記 鹿児島大学

 仲間　大輔  （株）リクルートマネジメントソリュー

ションズ
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P21028 個人は他者の協力に対する期待をどのように見積もる

のか

◯三木　毬菜 関西学院大学

 水野　景子 関西学院大学 ・日本学術振興会

 清水　裕士 関西学院大学

P21029 罰行使者に対する評価についての検討

Give some型とTake some型の比較

◯小野　さくら 北海道大学

 青木　颯太朗 北海道大学

 舘石　和香葉 北海道大学

 水鳥　翔伍 北海道大学

 高橋　伸幸 北海道大学

P21030 社会的ジレンマ状況で多数派同調バイアスは観察され

るか?
◯棗田　みな美 広島修道大学

 横田　晋大 広島修道大学

 中西　大輔 広島修道大学

P21031 「目」 の提示及び感謝メッセージの提示が迷惑行為の

抑止に及ぼす影響の検討

◯真島　理恵 北海道医療大学

 柴山　璃音 （株）アインホールディングス

P21032 部下の心理的安全性に上司のリーダーシップと部下の

個人特性が与える影響

◯寺口　司 （株）原子力安全システム研究所

 藤野　秀則 福井県立大学

 後藤　学 （株）原子力安全システム研究所

 彦野　賢 （株）原子力安全システム研究所

 河合　学 （株）原子力安全システム研究所

P21033 個人の情報処理スタイルに応じた社会規範ナッジの効

果

感染症禍の外出行動に着目した検討

◯岩谷　舟真 東京大学

 村本　由紀子 東京大学

P21034 意見表明の可視化が討論に及ぼす影響

合意形成ゲーム 「市民プロフィール」 を用いた検討

◯杉浦　淳吉 慶應義塾大学

 西田　公昭 立正大学

 吉川　肇子 慶應義塾大学

P21035 我々は先人からどう学ぶのか

―情報探索場面における系列的な社会学習の検討―

◯菅沼　秀蔵 東京大学

 内藤　碧 東京工業大学 ・日本学術振興会

 片平　健太郎 産業技術総合研究所

 亀田　達也 東京大学

P21036 先制攻撃ゲームの意思決定メカニズムの検討②

社会選好を考慮したモデルの作成と実験データによる

推定

◯柏原　宗一郎 関西学院大学

 清水　裕士 関西学院大学

P21037 リーダーのジェンダーと行動傾向がリーダーの評価に与

える影響

―原因帰属の媒介効果に注目して―

◯藤浪　遼太郎 明治学院大学

 田中　知恵 明治学院大学

P21038 タイムラグ分析による職場の孤立 ・孤独感と離職意思

の因果関係の検討

―職場における孤立 ・孤独化過程の検討 （9） ―

◯松尾　藍 北陸学院大学

 中村　准子 筑波大学

 尾野　裕美 筑波大学

 桃谷　裕子 筑波大学

 松井　豊 筑波大学

P21039 職場流動性は自己主張を促進するのか ◯前田　友吾 北海道大学 ・日本学術振興会

 伊藤　篤希 一橋大学 ・日本学術振興会

 結城　雅樹 北海道大学

P21040 産業 ・組織場面におけるマインドセットと自律性 ◯秋保　亮太 大阪大学
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P21041 定年期キャリア移行を通じた肯定的展望成立プロセス

の探索

M-GTAを応用した 「人生の再方向づけ」 モデル化の

試み

◯栁本　英樹 成蹊大学

P21042 学校生活における活動および対人関係の傾向と経験が

大学生の就業に対する動機づけと自己効力感に与える

影響

◯浅井　千秋 東海大学
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P22043 大学生のAdultism認知と保護者の関わりに対する不満

との関連

◯髙橋　尚也 立正大学

P22044 相互独立的 ・相互協調的な他者に対する日本人の選

好

―Steiner課題で協働したい相手は誰か？―

◯比留間　圭輔 青山学院大学

 井上　裕香子 安田女子大学

 松本　良恵 淑徳大学

 清成　透子 青山学院大学

P22045 自己愛の多面的側面理解の有用性について

タイと日本の大学生の比較検討

◯與久田　巌 奈良大学

 太田　仁 奈良大学

 平松　隆円 国際ファッション専門職大学

P22046 自我関与度が新型コロナウイルス感染症予防の行動意

図に及ぼす影響

―計画的行動理論を用いた検討―

◯樋口　満里奈 お茶の水女子大学

P22047 性的二次元創作物に対する規制の支持を促進する要

因の検討

道徳判断にもとづく被害認知に注目して

◯田中　友理 多摩大学

 向井　智哉 
 松尾　朗子 東京大学

P22048 カスタマーハラスメントの種類別対応方法に関する探索

的検討

百貨店の販売員を対象とした質問紙調査より

◯池内　裕美 関西大学

 秋山　隆 関西大学

P22049 Ambivalent Sexism Inventory （ASI） の日米比較

特異項目機能の観点から

◯宇井　美代子 玉川大学

 古村　健太郎 弘前大学

 小田切　紀子 東京国際大学

 松井　豊 筑波大学

P22050 性役割は男女の昇進意欲に影響を与えるか

―SESRA, 男らしさ、 ジェンダー ・ハラスメントに注目し

て―

◯櫻井　直子 大阪大学

 三浦　麻子 大阪大学

P22051 中高年 ・ シニア世代のインターネット利用と社会的支援

の関係

◯北村　智 東京経済大学

 片桐　恵子 神戸大学

 森　玲奈 帝京大学

P22052 犬と犯罪

東京都公開データを用いた分析

◯石黒　格 立教大学

P22053 いじめ傍観行動における多元的無知 （１）

―他者評価懸念による媒介効果の検討―

◯有倉　巳幸 鹿児島大学

 神山　貴弥 同志社大学

 稲垣　勉 京都外国語大学

P22054 いじめ傍観行動における多元的無知 （２）

―学級集団構造による検討―

◯稲垣　勉 京都外国語大学

 有倉　巳幸 鹿児島大学

 神山　貴弥 同志社大学

P22055 対人関係の質が中学生の不登校傾向に及ぼす影響 ◯大西　彩子 甲南大学

 中島　義実 福岡教育大学

 原田　克巳 金沢大学

 尾関　美喜 岡山大学
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P22056 競争的な動機付けは 「共有地の悲劇」 を誘発するか ◯鈴木　研悟 筑波大学

 氏家　清和 筑波大学

P22057 気候変動政策が予測に与える効果の実験的測定 ◯秋山　知也 東京大学

 亀田　達也 東京大学

P22058 健康信念 ・ リテラシーに基づくセグメンテーションに対

する放射線についての効果的なメッセージの比較検討

◯平井　啓 大阪大学

 藤野　遼平 大阪大学

 山村　麻予 関西福祉科学大学 ・大阪大学

 松村　悠子 大阪大学

 三浦　麻子 大阪大学

 八木　絵香 大阪大学

 坪倉　正治 福島県立医科大学

 大竹　文雄 大阪大学

P22059 コミットメントがマイボトル持参行動意図とデポジット容器

利用行動意図に及ぼす影響

◯前田　洋枝 南山大学

P22060 河川沿いにおけるポイ捨て防止社会実験 ◯中俣　友子 尚絅学院大学

 森　康浩 宮城学院女子大学

 浦田　泰正 北海道大学

 結城　心太朗 北海道大学

 大沼　進 北海道大学

P22061 消防団員との会話で防火を思い出す

消防団員とその身近な他者への調査

◯竹村　幸祐 滋賀大学

 畑中　美穂 名城大学

 清水　裕士 関西学院大学

P22062 ふるさとは遠きにありて思うもの？

大学生の帰郷意図と地域間系資本に対するしがらみ意

識

◯岡本　卓也 信州大学
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P23063 セルフコンパッションによる社会的排斥の悪影響の緩和

セルフコンパッション状態誘導法を用いた検討

◯宮川　裕基 追手門学院大学

P23064 「自己呈示の内在化」 再考

―自己欺瞞による代替説明可能性の検討―

◯上田　皐介 名古屋大学

 山形　伸二 名古屋大学

P23065 ファンの自己投入経験尺度の作成 ◯向居　暁 県立広島大学

 中島　未祐 三次市役所

P23066 オンライン授業におけるカメラオンの心理的影響に関す

る研究 （2）
公的自己意識とカメラオン時の留意点の関係

◯栗林　克匡 北星学園大学

P23067 認知負荷と社会的価値志向性が利他的罰に及ぼす影

響

◯島﨑　敦也 東京学芸大学

 礒部　智加衣 千葉大学

P23068 楽観性によるエピソード的未来思考の修飾

マルチボクセルパターン解析による検証

◯柳澤　邦昭 神戸大学

 中井　隆介 京都大学

 浅野　孝平 大阪総合保育大学

 杉浦　仁美 近畿大学

 嘉志摩　江身子 ラ ・ トローブ大学

 阿部　修士 京都大学

P23069 「小さな幸せ」 の状況サンプリング

―日常の中で感じる強度の弱い幸福の探索的検討―

◯奥山　智天 一橋大学

 宮本　百合 一橋大学

P23070 些細な親切の送り手が推測する受け手の感謝 ◯白木　優馬 愛知学院大学

P23071 協働規範メッセージが活動への興味に及ぼす影響 ◯竹橋　洋毅 奈良女子大学

 豊沢　純子 大阪教育大学

P23072 感動や畏敬感情が罰の評価に及ぼす影響 ◯加藤　樹里 金沢工業大学

 李　楊 名古屋大学

 山本　哲也 徳島大学

 大平　英樹 名古屋大学

P23073 年の瀬に人の感情はどのように変化するのか？

経験サンプリング法を用いた検討

◯田村　楓 神戸大学

 米谷　充史 神戸大学

 加藤　樹里 金沢工業大学

 柳澤　邦昭 神戸大学

P23074 共感するコスト

親密な他者に対する共感と向社会行動意図に与える影

響

◯高松　礼奈 愛知学院大学

 徐　文臻 一橋大学

 松尾　朗子 東京大学

P23075 シャーデンフロイデの抑制に及ぼす反省と懲罰の効果 ◯加藤　伸弥 武蔵野大学

 和田　奈々子 武蔵野大学

 泉　明宏 武蔵野大学

P23076 「推し」 に対する支出と主観的幸福感

支出の動機に注目して

◯宮崎　弦太 学習院大学

 北原　美月 学習院大学

 髙橋　陽 学習院大学
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P23077 メディア利用と日本人意識 （９）

新型コロナウイルス情報への接触と関連政策に対する

態度との関連性

◯有馬　明恵 東京女子大学

 山下　玲子 東京経済大学

P23078 メディアと日本人意識 （10）
スポーツ情報への接触とスポーツ日本代表としての望ま

しさに対する意見との関連性

◯山下　玲子 東京経済大学

 有馬　明恵 東京女子大学

P23079 社会情報よりも規範情報の伝達を優先するのか？

伝達プロセスにおける内容バイアスの検討

◯柿沼　舞花 慶應義塾大学

 安藤　寿康 慶應義塾大学

 中分　遥 安田女子大学

P23080 誰が危機コミュニケーションに影響力を与えているの

か？

感染症危機におけるインフルエンサーの特定とその影

響力の持続要因

◯鄭　佳琪 一橋大学

P23081 インターネット上のコメント機能に関する研究 （1）
人はなぜコメントするのか

◯中西　大輔 広島修道大学

 井川　純一 東北学院大学

P23082 インターネット上のコメント機能に関する研究 （2）
人はなぜコメントを読むのか

◯井川　純一 東北学院大学

 中西　大輔 広島修道大学

P23083 高校生の 「つなぎっぱなし」 の実態 （2）
心理的機能に基づく分類と友人への欲求との関連

◯田島　祥 東海大学

 登本　洋子 東京学芸大学

 堀田　龍也 東北大学

P23084 ツイッターにおける匿名性が自己開示に及ぼす影響

個人情報の非公開性と社会的ネットワークの特徴

◯張　琬瑜 東京大学

 坂元　章 お茶の水女子大学

P23085 どのような人が 「テレビを見ること」 を好むのか

NHK放送文化研究所 「日本人とテレビ」 2010 ・ 2015
年調査データより

◯正木　誠子 日本大学

P23086 政治への信頼感を基盤とした政治参加理論の検証

政治信頼の二層構造に着目して

◯大西　健太 一橋大学

 稲葉　哲郎 一橋大学

P23087 日本人は権威主義国の非民主的ナラティブに説得され

るか

◯小林　哲郎 神戸大学 ・香港城市大学

 周　源 神戸大学

 関　颯太 神戸大学

 三浦　麻子 大阪大学

P23088 保守政党支持への予測因としてのイデオロギーと心理

変数

政治的洗練性による調整効果への着目

◯中越　みずき 関西学院大学 ・日本学術振興会

 稲増　一憲 関西学院大学

P23089 日本にとって脅威と知覚される国 ・地域に関するテキス

ト分析

―脅威のタイプと性別に関する探索的検討―

◯李　禕飛 東京都立大学

 沼崎　誠 東京都立大学

P23090 一般他者の選好の推測が政治的会話への抵抗感に与

える影響

◯岡田　葦生 関西学院大学 ・日本学術振興会

P23091 国益追求志向の規定因

JGSS-2008と JGSS-2017G/18Gデータの比較検討

◯竹本　圭佑 藍野大学

P23092 非機能的とされる認知要因の機能的側面について

対人領域と達成領域における肯定的帰結に着目して

◯野間　紘久 広島大学

 中島　健一郎 広島大学
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P23093 企業語学研修前の動機づけ ・有能感と学習量の関連 ◯丹野　宏昭 （株）WizWe

P23094 特別支援教育に対する賛否

障害者権利委員会による総括所見に対するYahoo!コメ

ントの分析

◯佐藤　剛介 久留米大学

 前田　楓 立教大学

 橋本　博文 大阪公立大学

― 49 ―



— 21 —

ポスター発表P24　第1日

P24ポスター発表 第1日（9月7日）　　14 : 00～15 : 30 6号館4階409教室

在席責任時間　奇数番号︓14 : 00～14 : 45　偶数番号︓14 : 45～15 : 30

P24095 中高年者と若者の能力についての潜在的及び顕在的

認知 （1）
抑制に関わる個人差における加齢の影響

◯工藤　恵理子 東京女子大学

 大江　朋子 帝京大学

 森　津太子 放送大学

 田邉　美奈子 放送大学

P24096 中高年者と若者の能力についての潜在的及び顕在的

認知 （2）
抑制に関わる個人差と加齢の影響に焦点を当てた分析

◯大江　朋子 帝京大学

 工藤　恵理子 東京女子大学

 森　津太子 放送大学

 田邉　美奈子 放送大学

P24097 ギャンブルに介在する他者要因の影響

―経験と依存の程度から―

◯村上　幸史 

P24098 選択肢の数が後悔に与える影響

選択式問題における選択肢の数と後悔との関連

◯隅田　莉央 東京大学

 小宮　あすか 広島大学

P24099 VR空間における他者の存在とその視線が向社会的行

動に及ぼす影響

心理尺度への回答についての検討

◯森　津太子 放送大学

 池田　まさみ 十文字学園女子大学

 高比良　美詠子 立正大学

P24100 資源不足プライミングと顔知覚

―日本におけるRodeheffer et al. （2012） のStudy 1の
事前登録済追試―

◯竹部　成崇 大妻女子大学

 津村　健太 帝京大学

 中島　健一郎 広島大学

P24101 自身の外見的評価がもたらす影響

日本人女性を対象としたモノ化理論の影響過程の検討

◯森川　華帆 名古屋大学

P24102 無神経であるだけでも非難に値する

迷惑になると理解していない人物への否定的評価

◯佐藤　洋大 名古屋大学 ・日本学術振興会

 唐沢　穣 名古屋大学

P24103 ウェルビーイングの素朴概念の実験哲学的検討

―ウェルビーイング信念の構造と対人認知―

◯苫米地　飛 東京大学

 鈴木　貴之 東京大学

P24104 エリートステレオタイプにおける有能さを損なわずあたた

かさを高める涙の検討

◯植田　穂 金沢工業大学

 加藤　樹里 金沢工業大学

 田戸岡　好香 高崎経済大学

P24105 被害者に対する特性推論が共感 ・非難 ・支援意図に

与える影響

―行為性の知覚を軸とした検討―

◯橋本　剛明 東洋大学

P24106 外見に注目することが潜在的自己ステレオタイプ化に及

ぼす効果

◯朴　建映 東京都立大学

 沼崎　誠 東京都立大学

P24107 外国人労働者の痛み耐性と精神的たくましさに関する

認知バイアス

◯田戸岡　好香 高崎経済大学

 石井　国雄 東京家政大学

P24108 Websiteを利用したアンコンシャス ・ バイアス （無意識

の偏見） の測定 （1）
―概要の報告―

◯潮村　公弘 フェリス女学院大学

P24109 相補的ステレオタイプの機能

国民性ステレオタイプを用いた検討

◯佐久間　勲 文教大学
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P24110 好意的性差別発言が女子大学生の就職活動への意欲

に及ぼす悪影響

―採用面接場面のシナリオを用いた検討

◯村田　光二 成城大学

P24111 社会的孤立者に対するスティグマ尺度の作成 ◯相羽　美幸 東洋学園大学

 古村　健太郎 弘前大学

 川上　直秋 筑波大学

 菅原　大地 筑波大学

 白鳥　裕貴 筑波大学

 櫛引　夏歩 弘前大学

 翠川　晴彦 筑波大学附属病院

 太刀川　弘和 筑波大学

P24112 「誰もが高齢者になる」 事実と高齢者支援政策に対す

る重視度

◯清水　佑輔 東京大学 ・日本学術振興会

 橋本　剛明 東洋大学

 唐沢　かおり 東京大学

P24113 年齢差別を受けた経験が主観的well-beingに与える影

響 ：

性別と就労経験による違い

◯竹内　真純 神戸大学 ・日本学術振興会

 片桐　恵子 神戸大学

P24114 相対的剥奪が非就業者への自己責任論に及ぼす影響

―シナリオ刺激を用いた実験の追試―

◯李　葎理 大阪大学

 三浦　麻子 大阪大学

P24115 AIの感情能力と責任

米国サンプルでの追試

◯膳場　百合子 早稲田大学

P24116 Covid-19パンデミック下で行動免疫は変化したか

日本、 中国、 米国、 英国、 伊国での4年間のWeb調
査から

◯平石　界 慶應義塾大学

 三浦　麻子 大阪大学

 中西　大輔 広島修道大学

 Andrea Ortolani 筑波大学

 山縣　芽生 同志社大学

 三船　恒裕 高知工科大学

 李　楊 名古屋大学

P24117 態度は本当にリッカート尺度で測定できるのか？

―態度の真値が分かる状態での態度測定の妥当性検

討―

◯清水　裕士 関西学院大学

 柏原　宗一郎 関西学院大学

 下川　詩乃 関西学院大学

P24118 個人で正解が異なる態度形成において社会学習は生

じるのか？

◯下川　詩乃 関西学院大学

 柏原　宗一郎 関西学院大学

 清水　裕士 関西学院大学

P24119 ヒト-動物キメラに関する倫理的懸念の実証的検討 ◯谷辺　哲史 早稲田大学

 太田　紘史 新潟大学

P24120 記述的規範認知に対するフレームの効果 ◯村上　史朗 奈良大学

P24121 スポーツ ・運動に対する態度と健康行動との関係2
PC版シングルカテゴリー IATと階段利用行動

◯大橋　恵 東京未来大学

 澤海　崇文 流通経済大学

 井梅　由美子 東京未来大学

 藤後　悦子 東京未来大学

P24122 一般成人の動物への行動に対する是非と動物観 ◯伊藤　忠弘 学習院大学

P24123 異質な信念の寛容の判断に影響を及ぼす要因の検討

寛容動機 , 感情反応 , 行動志向性 , 社会的寛容性につ

いての探索的検討

◯大川　明李 東洋大学

 北村　英哉 東洋大学
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